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護
納
付
金
の
減
額
と
予
備
費
の

追
加
。

　

診
療
施
設
勘
定
の
予
算
総
額

を
一
四
六
万
円
追
加
す
る
も
の
。

補
正
し
た
主
な
歳
出
は
、
総
務

費
臨
時
職
員
賃
金
及
び
医
療
費

機
械
器
具
費
の
追
加
。

■ 

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
第
二
号

　

予
算
総
額
を
九
二
七
万
九
十

八
千
円
追
加
す
る
も
の
。
補
正

し
た
主
な
歳
出
は
、
前
年
度
保

険
給
付
金
の
確
定
に
伴
う
国
庫

支
出
金
等
過
年
度
分
返
還
金
及

び
介
護
給
付
費
準
備
基
金
積
立

金
の
追
加
。

■ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
静
和

園
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

第
二
号

　

予
算
総
額
を
四
一
〇
万
一
千

■
一
般
会
計
補
正
予
算
第
五
号

　

予
算
総
額
を
二
億
七
七
六
三

万
一
千
円
追
加
す
る
も
の
。
主

な
補
正
額（
歳
出
）は
次
の
と
お

り
。

□
総
務
費

◦ 

庁
舎
老
朽
度
調
査一

〇
〇
万
円

◦ 

財
政
調
整
基
金
積
立
金

二
億
三
三
九
七
万
円

□
民
生
費

◦ 

広
域
入
所
業
務
委
託
料

四
二
六
万
円

□
衛
生
費

◦ 

予
防
接
種
業
務
委
託
料

五
九
六
万
円

□
農
林
水
産
業
費

◦ 

ピ
ュ
ア
排
水
路
整
備
工
事

一
三
三
万
円

□
商
工
費

◦ 

観
光
案
内
等
看
板
設
置

一
二
九
万
円

□
土
木
費

◦ 

公
営
住
宅
修
繕
料三

〇
〇
万
円

□
消
防
費

◦ 

消
火
栓
改
修
工
事一

二
九
万
円

■ 
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
第
三
号

　

事
業
勘
定
の
予
算
総
額
は
そ

の
ま
ま
で
、
内
部
補
正
す
る
も

の
。
補
正
し
た
主
な
歳
出
は
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
及
び
介

円
追
加
す
る
も
の
。
補
正
し
た

主
な
歳
出
は
、
繰
越
金
の
確
定

に
伴
う
、
静
和
園
運
営
調
整
基

金
積
立
金
の
追
加
。

■ 

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
第
二
号

　

補
正
予
定
額
を
一
一
三
万
七

千
円
追
加
す
る
も
の
。
主
な
支

出
予
定
は
、
深
郷
田
配
水
池
地

質
調
査
業
務
及
び
小
泊
ダ
ム
管

理
費
の
追
加
。

■
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
町
民
税
の
均
等
割
額
の
税

率
を
改
め
る
も
の
。

補
正
予
算

　
平
成
二
十
五
年
第
三
回
定
例
会
が
、
九
月
三
日
か

ら
十
二
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
六
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
川
山
光
則
議
員
、

塚
本
悦
子
議
員
、
荒
関
富
雄
議
員
の
三
名
が
、
町
側

の
答
弁
を
求
め
ま
し
た
。

　
九
日
、
十
日
に
は
、
決
算
特
別
委
員
会（
委
員
長

塚
本
悦
子
、
副
委
員
長
山
田
光
春
）が
行
わ
れ
、
平

成
二
十
四
年
度
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
決
算
に
対

す
る
質
疑
が
行
わ
れ
、
全
会
一
致
で
認
定
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
十
二
日
に
は
、
質
疑
、
討
論
、
採
決
が

行
わ
れ
、
条
例
改
正
や
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議

案
十
六
件
を
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
度
決
算
連
結
決
算
で
黒
字
に

小
泊
診
療
所
の
赤
字
額
も
縮
小

第３回

定例会

９月３日～ 　
　　　12日

条
例
関
係
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一度、町議会へ足を運んで、自分の目でご覧下さい

傍聴席は、

あなたの席です！！

中泊町議会　平成25年第４回定例会は、11月上旬です。

会議は公開されており、どなたでも議会の傍聴ができます。

平成25年第３回定例会の傍聴者は、３名でした。

皆さんの傍聴をお待ちしております。

　

九
月
九
日
か
ら
十
日
の
二
日

間
、
全
議
員
を
も
っ
て
構
成
す

る
決
算
特
別
委
員
会（
委
員
長

塚
本
悦
子
、
副
委
員
長
山
田
光

春
）が
開
か
れ
た
。

　

平
成
二
十
四
年
度
一
般
会
計

の
決
算
状
況
は
、
歳
入
八
四
億

一
六
七
五
万
四
五
六
六
円
、
歳

出
八
二
億
五
六
五
三
万
四
一
八

八
円
で
、
翌
年
度
に
繰
越
す
べ

き
財
源
一
億
六
二
二
〇
万
三
七

八
円
を
除
く
実
質
収
支
は
、
五

二
七
〇
万
三
三
九
円
の
黒
字
決

算
で
あ
っ
た
。

　

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康

保
険
の
診
療
施
設
勘
定
が
赤
字

決
算
と
な
っ
た
が
赤
字
額
は
約

一
億
円
減
少
し
て
い
る
。（
表

１
）

　

健
全
化
判
断
比
率
の
四
指
標

は
、
実
質
公
債
費
比
率
は
前
年

度
よ
り
改
善
す
る
数
値
と
な
っ

た
が
、
将
来
負
担
比
率
は
14
・

３
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
て
い
る
。

（
表
２
）

科　　目
決　　算　　額

歳入歳出差引額 平成23年度差引額
歳　入 歳　出

一 般 会 計 8,416,754,566 8,256,534,188 160,220,378 52,700,339
国民健康保険（事業勘定） 2,357,291,206 2,347,495,584 9,795,622 △ 6,701,885
国民健康保険（施設勘定） 240,869,202 439,526,680 △ 198,657,478 △ 302,079,406
介 護 保 険 事 業 1,430,742,187 1,430,723,987 18,200 4,721,421
農 業 集 落 排 水 事 業 39,164,994 38,753,034 411,960 319,931
漁 業 集 落 排 水 事 業 22,759,996 22,399,413 360,583 247,106

特別養護老人ホーム静和園事業 329,011,456 323,910,042 5,101,414 4,957,210
後 期 高 齢 者 医 療 240,858,307 240,616,091 242,216 395,146
水道事業（収益的収支） 339,972,581 298,947,968 41,024,613 43,638,753

計 13,417,424,495 13,398,906,987 18,517,508 △ 201,801,385

（単位：円）

健全化判断比率 平成23年度 平成24年度 早期健全化基準

実 質 赤 字 比 率 － － 15％

連結実質赤字比率 0.17％ － 20％

実 質 公 債 費 比 率 15.2％ 14.3％ 25％

将 来 負 担 比 率 116.5％ 130.8％ 350％

全
会
計
決
算
全
会
一
致
で
認
定

平成24年度 決算額一覧表
〈表１〉

〈表２〉
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HPアドレス
http://www.town.nakadomari.lg.jp/index.cfm

パルナス・小泊支所・

すくすくしたまえ館のロビーにも

テレビ中継されています。

ぜひご利用ください。

一般質問は

インターネット・ライブ中継が

ご覧になれます。

Q
　

中
里
か
ら
小
泊
方
面
に
向

か
う
七
平
峠
付
近
か
ら
折
戸
、

夫
婦
岩
付
近
、
ま
た
旧
小
泊

村
の
小
泊
地
区
か
ら
折
腰
内

に
向
か
う
道
路
等
の
改
良
が

ま
る
で
進
ん
で
い
な
い
。
要

望
、
陳
情
等
を
進
め
て
い
け

ば
良
い
の
で
は
な
い
か
。

A■小野
町
長

　

七
平
峠
バ
イ
パ
ス
は
県
が

平
成
十
六
年
度
に
事
業
に
着

手
し
、
今
年
で
十
年
に
な
る
。

最
終
地
点
に
お
い
て
地
権
者

が
行
方
不
明
の
た
め
ル
ー
ト

の
変
更
を
し
た
こ
と
や
政
権

交
代
に
よ
り
、
予
算
の
確
保

が
難
し
い
時
期
な
ど
が
あ
り
、

工
事
が
進
ん
で
い
な
い
。
本

年
度
は
一
億
円
の
予
算
が
つ

き
、
こ
れ
か
ら
は
順
調
に
い

く
も
の
と
思
う
。

　

要
望
活
動
に
つ
い
て
は
、

国
道
三
三
九
号
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
に
お
い
て
、
主
に

中
泊
町
、
外
ヶ
浜
に
は
急
勾

配
や
狭
隘
箇
所
が
多
く
あ
る

の
で
、
特
に
冬
期
間
の
交
通

に
支
障
を
来
し
て
い
る
実
情

を
述
べ
て
、
強
力
に
要
望
し

て
い
く
。

A■三上
環
境
整
備
課
長

　

夫
婦
岩
付
近
の
地
す
べ
り

箇
所
に
つ
い
て
は
、
近
年
横

ボ
ー
リ
ン
グ
か
ら
の
排
水
量

が
減
少
し
た
た
め
、
管
の
目

詰
ま
り
を
除
去
す
る
た
め
、

横
ボ
ー
リ
ン
グ
十
八
本
の
洗

浄
を
今
年
既
に
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
擁
壁
が
な
い
箇

所
は
今
年
度
調
査
ボ
ー
リ
ン

グ
を
行
い
、
地
下
水
の
観
測

と
地
す
べ
り
の
解
析
を
行
い
、

対
策
工
法
の
設
計
を
行
う
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
二

十
六
年
度
に
対
策
工
事
を
実

施
す
る
予
定
と
い
う
回
答
が

県
よ
り
あ
っ
た
。

川山光則議員

一
般
質
問

工事中の七平峠バイパス

国道339号線の整備予定は・

中泊町議会ガイド　第 34 号
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Q
　

津
軽
鉄
道
で
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｖ

を
導
入
し
、
本
州
側
の
入
り

口
で
あ
る
奥
津
軽
駅
で
乗
客

を
乗
せ
、
道
路
を
走
っ
て
津

軽
半
島
北
部
に
点
在
す
る
観

光
地
を
回
っ
た
後
、
そ
の
ま

ま
乗
り
か
え
な
し
で
津
軽
鉄

道
に
乗
り
入
れ
る
検
討
を
し

て
い
る
。
津
軽
鉄
道
の
活
性

化
は
、
奥
津
軽
地
域
の
活
性

化
と
表
裏
一
体
だ
と
思
う
。

町
の
観
光
客
増
加
と
地
域
活

性
化
の
た
め
、
一
刻
も
早
い

情
報
収
集
と
、
そ
れ
に
伴
う

積
極
的
支
援
を
検
討
し
、
実

現
を
目
指
し
て
ほ
し
い
が
、

当
局
の
考
え
は
。

A■小野
町
長

　

鉄
道
に
比
べ
て
低
コ
ス
ト

で
の
運
行
が
で
き
、
観
光
面

で
の
流
入
客
の
増
加
や
地
域

公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上

に
も
貢
献
で
き
る
も
の
と
期

待
さ
れ
て
い
る
。
国
土
交
通

省
で
は
Ｄ
Ｍ
Ｖ
の
導
入
、
普

及
に
向
け
た
検
討
会
を
こ
と

し
の
二
月
に
立
ち
上
げ
、
県

で
も
本
年
度
予
算
に
調
査
費

を
計
上
す
る
な
ど
、
実
用
化

に
向
け
た
機
運
は
高
ま
っ
て

い
る
。

　

津
軽
鉄
道
株
式
会
社
か
ら

正
式
な
要
請
等
が
あ
っ
た
場

合
は
、
津
軽
鉄
道
株
式
会
社

と
五
所
川
原
市
、
そ
し
て
中

泊
町
で
構
成
す
る
津
軽
鉄
道

活
性
化
協
議
会
の
中
で
検
討

し
て
い
く
。

　

実
現
す
れ
ば
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
り
、
当
町
へ
の

効
果
も
大
変
大
き
い
の
で
、

今
後
と
も
情
報
の
収
集
に
努

め
る
。Q

　

使
用
済
み
の
小
型
電
気
機

器
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
金

属
な
ど
有
用
な
資
源
を
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
、
使
用
済
み
小

型
電
子
機
器
な
ど
の
再
資
源

化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
が

施
行
さ
れ
た
。
県
内
で
は
ま

だ
十
自
治
体
し
か
実
施
し
て

お
ら
ず
、
三
自
治
体
が
十
月

に
予
定
し
て
い
る
。
実
施
に

前
向
き
な
の
が
十
二
自
治
体
、

実
施
し
な
い
の
が
十
五
自
治

体
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。
町

の
意
向
は
。

A■三上
環
境
整
備
課
長

　

八
月
六
日
に
、
県
内
認
定

事
業
者
が
決
ま
っ
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
認
定
事
業
者
と
の

協
議
、
交
渉
を
も
っ
て
、
回

収
方
法
や
運
搬
方
法
な
ど
を

詰
め
て
い
く
。
九
月
十
八
日

に
青
森
市
で
環
境
省
の
説
明

会
が
あ
る
の
で
、
参
加
し
、

回
収
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
契

約
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
が

示
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
も

と
に
、
小
型
家
電
回
収
に
前

向
き
に
取
り
組
む
。

〈
こ
と
ば
〉

「
Ｄ
Ｍ
Ｖ
」
と
は
。

　
デ
ュ
ア
ル
・
モ
ー
ド
・

ビ
ー
ク
ル（D

ual M
ode 

Vehicle, D
M
V

）の
略
。

　
列
車
が
走
る
た
め
の
軌

道
と
自
動
車
が
走
る
た
め

の
道
路
の
双
方
を
走
る
こ

と
が
出
来
る
車
両
の
こ
と
。

津軽鉄道の津軽中里駅

試作中のDMV（JR北海道）

塚本悦子議員

ＤＭＶ導入に町の積極的支援を
小型家電リサイクルの実施予定は

・
・

中泊町議会ガイド　第 34 号
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Q
　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を

合
わ
せ
る
と
百
三
十
億
円
ぐ

ら
い
借
金
が
あ
る
。
今
後
新

庁
舎
を
建
設
し
た
場
合
に
財

政
的
に
影
響
が
な
い
の
か
。

A■横野
財
政
課
長

　

新
規
事
業
で
あ
る
新
公
営

住
宅
建
設
事
業
及
び
新
庁
舎

建
設
事
業
を
反
映
し
た
公
債

費
、
起
債
の
償
還
額
の
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
平
成

二
十
六
年
度
以
降
十
一
億
か

ら
十
二
億
円
の
間
で
推
移
し
、

今
年
度
の
償
還
見
込
額
約
十

三
億
八
千
万
円
と
比
較
し
て

も
大
幅
な
増
額
は
な
い
と
見

込
ん
で
い
る
。

　

今
後
も
財
政
調
整
基
金
の

確
保
に
可
能
な
限
り
努
め
る

な
ど
、
今
後
の
厳
し
い
財
政

状
況
を
念
頭
に
置
い
た
予
算

編
成
を
進
め
る
。

Q
　

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は

検
討
委
員
会
な
ど
設
置
し
て
、

い
ま
議
論
さ
れ
て
い
る
最
中

だ
が
、
基
本
計
画
の
策
定
時

期
は
い
つ
か
。
建
設
の
財
源

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。A■小野

町
長

　

基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
は
、
本
年
七
月
に
町
内
の

各
組
織
、
そ
し
て
ま
た
団
体

の
代
表
者
か
ら
成
る
新
庁
舎

検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
、

十
三
名
の
委
員
に
新
庁
舎
の

基
本
構
想
等
に
つ
い
て
検
討

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

役
場
内
に
も
課
長
等
か
ら

成
る
庁
内
の
幹
事
会
を
設
置

し
、
委
員
会
へ
の
情
報
提
供

な
ど
連
携
し
な
が
ら
進
め
て

い
る
。
現
在
の
予
定
で
は
、

来
年
の
一
月
に
検
討
委
員
会

か
ら
新
庁
舎
の
基
本
構
想
を

提
出
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

　

財
源
に
つ
い
て
は
、
合
併

特
例
債
及
び
合
併
振
興
基
金

を
活
用
し
、
一
般
財
源
を
あ

ま
り
使
わ
ず
建
て
替
え
た
い
。

Q
　

雪
対
策
と
し
て
、
派
立
地

区
の
融
雪
溝
整
備
は
、
い
つ

実
施
す
る
の
か
。

A■三上
環
境
整
備
課
長

　

七
月
に
融
雪
溝
整
備
の
測

量
及
び
設
計
業
務
委
託
を
発

注
し
た
。
整
備
区
間
と
し
て

は
、
駅
前
交
差
点
か
ら
わ
ん

ぱ
く
広
場
ま
で
約
六
百
五
十

メ
ー
ト
ル
を
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
整
備
期
間
は
測
量

設
計
業
務
委
託
の
結
果
に
よ

っ
て
変
わ
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
平
成
二
十
六
年
か

ら
三
カ
年
で
整
備
し
た
い
。

荒関富雄議員

造成中の新公営住宅

新庁舎建設で財政への影響は
新庁舎建設基本計画の策定時期は
派立地区の融雪溝設置時期は

・
・
・
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■ 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

・
契
約
の
目
的

　

地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備

事
業
光
フ
ァ
イ
バ
敷
設
工
事

・
契
約
金
額

　

二
億
一
六
〇
万
円

・
契
約
の
相
手
方

　

 

東
日
本
電
信
電
話
株
式
会

社　

青
森
支
店

■ 

一
般
会
計
補
正
予
算
第
四

■ 

町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
　

委
員
の
死
去
に
伴
い
、
新

た
に
佐
藤
恭
一
氏
を
選
任
す

る
に
あ
た
り
、
議
会
の
同
意

を
求
め
る
も
の
。

号
　

主
な
歳
出
は
、
総
務
費
と

し
て
国
際
交
流
事
業
参
加
者

の
確
定
に
伴
う
、
国
際
交
流

旅
行
業
務
委
託
料
を
追
加
、

商
工
費
と
し
て
「
徐
福
来
町

二
千
二
百
二
十
二
周
年
記
念

事
業
」
の
開
催
に
係
る
船
舶

借
上
料
な
ど
。

〈案　件〉

　◦ 平成25年第３回中泊町議会定例会会期日程について
　◦ 提出議案について
　◦ 新規に受理した陳情等の取り扱いについて
　◦ その他

〈案　件〉

　◦ 新規に受理した陳情等の取り扱いについて
　◦ その他

議会運営委員会
（兵庫桂蔵 委員長） ８月26日㈪

議会運営委員会
（兵庫桂蔵 委員長） ９月３日㈫

町
全
域
に
光
フ
ァ
イ
バ
導
入
へ

　
平
成
二
十
五
年
第
四

回
臨
時
会
が
、
七
月
十

七
日
に
開
か
れ
、
議
案

三
件
が
、
い
ず
れ
も
全

会
一
致
で
可
決
、
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約

補
正
予
算

人
事
案
件

第４回臨時会

７月17日

国際交流事業の様子
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11
日
　
県
下
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　
　
　
全
国
森
林
環
境
税
創
設
議
員
連
盟
定
期
総
会

16
日
　
屏
風
山
内
万
部
線
完
成
促
進
期
成
同
盟
会
通
常
総
会

17
日
　
第
四
回
臨
時
会

　
　
　
産
業
建
設
常
任
委
員
協
議
会

　
　
　
総
務
企
画
常
任
委
員
協
議
会

23
日
　
北
五
地
区
農
業
委
員
大
会

26
日
　
西
北
郡
町
村
議
会
議
長
会
協
議
会

10
日
　
な
か
ど
ま
り
ま
つ
り

11
日
　
な
か
ど
ま
り
ま
つ
り

20
日
　
西
北
五
広
域
福
祉
事
務
組
合
定
例
会

26
日
　
議
会
運
営
委
員
会

３
日
　
第
三
回
定
例
会
開
会
日

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
総
務
企
画
常
任
委
員
協
議
会

６
日
　
定
例
会
一
般
質
問

９
日
　
決
算
特
別
委
員
会

10
日
　
決
算
特
別
委
員
会

12
日
　
単
行
案
審
議
・
採
決
・
閉
会

　
　
　
三
常
任
委
員
会
合
同
視
察
研
修
・
要
請
活
動

13
日
　
三
常
任
委
員
会
合
同
視
察
研
修
・
要
請
活
動

14
日
　
三
常
任
委
員
会
合
同
視
察
研
修
・
要
請
活
動

　

九
月
十
二
日
㈭
か
ら
十
四

日
㈯
の
日
程
で
、
三
常
任
委

員
会
合
同
で
、
視
察
研
修
及

び
県
選
出
国
会
議
員
に
対
し

要
請
活
動
を
実
施
し
た
。
十

三
日
に
は
、
首
相
官
邸
、
参

議
院
議
員
会
館
、
衆
議
院
第

二
議
員
会
館
に
て
、
地
元
選

出
国
会
議
員
に
対
し
、
要
望

書
を
提
出
。

　

要
望
事
項
は
、

① 

主
要
地
方
道
五
所
川
原
車

力
線（
仮
称
）第
二
津
軽
大

橋
の
早
期
完
成
に
つ
い
て

② 

国
道
三
三
九
号
線
七
平
峠

バ
イ
パ
ス
の
早
期
完
成
に

つ
い
て

③ 

国
道
三
三
九
号
線
夫
婦
岩

付
近
の
地
滑
り
対
策
に
つ

い
て

④ 

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）協
定
に
お

け
る
主
要
農
産
品
の
適
用

除
外
に
つ
い
て

の
四
点
。

　

ま
た
、
十
四
日
に
は
、
二

年
半
た
っ
た
宮
城
県
塩
釜
市

の
復
旧
、
復
興
の
状
況
を
視

察
。
港
町
の
「
武
田
の
笹
か

ま
ぼ
こ
工
場
」
を
視
察
。
衛

生
上
、
窓
越
し
の
見
学
と
な

っ
た
が
見
学
過
程
の
通
路
に

は
、
腰
の
高
さ
付
近
ま
で
青

く
塗
装
さ
れ
た
部
分
が
あ
り
、

津
波
が
押
し
寄
せ
た
高
さ
だ

と
聞
か
さ
れ
た
。
工
場
、
店

舗
は
、
壊
滅
的
な
被
害
と
な

っ
た
が
社
員
の
努
力
に
よ
り

同
年
６
月
に
復
興
オ
ー
プ
ン

と
な
っ
た
。

　

市
街
地
に
つ
い
て
は
、
い

ま
で
も
土
嚢
が
そ
の
ま
ま
積

ん
で
あ
る
と
こ
ろ
が
随
所
に

見
受
け
ら
れ
当
時
の
傷
跡
が

残
っ
て
い
る
も
の
の
、
が
れ

き
等
が
き
れ
い
に
撤
去
さ
れ

活
気
が
戻
っ
て
き
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
た
。

９　月 ７　月８ 月

三常任委員会

視察・要請活動

活 動 報 告

９月12日～14日

津島淳衆議院議員に対し
要望書を手渡す沖崎議長
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